
再確認！日本の森
も り

林
　日本は国土の２／３を森林が占めており、世界でもトップクラスの森
林国・・・。
　知っている人にとっては、「何を今さら」といった当たり前の話かもし
れませんが、街ゆく人に聞けば、「えっ、そうなの？」というような方が
多いのではないでしょうか。
　新年最初の特集では、「森林・林業白書」等で公表されているデータや
教科書にもあるような内容について、日本の森林の「基礎知識」として
ピックアップし、あらためてご紹介します。
　この機会に森林について再確認してみませんか？

基礎
知識

日 本 の 森 林

世
界
の
森
林
と
日
本
の
森
林

■
世
界
の
森
林
面
積
と
増
減

　

国
際
連
合
食
糧
農
業
機
関（
F
A
O
）の

「
世
界
森
林
資
源
評
価
2
0
1
0
」に
よ
れ

ば
、
平
成
22
年
時
点
で
の
世
界
の
森
林
面
積

は
約
40
億
3
，
0
0
0
万
ha
で
、
森
林
は
陸

地
面
積
の
約
31
％
を

占
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
12

年
か
ら
平
成
22
年

ま
で
の
間
に
世
界
の

森
林
は
、
こ
の
間
に

植
林
等
に
よ
り
増
加

し
た
分
を
差
し
引
い

て
も
、
農
地
へ
の
転

用
、
森
林
火
災
、
過

放
牧
、
薪
炭
材
の

過
剰
摂
取
等
に
よ

り
、
1
年
当
た
り
平

均
で
約
5
2
1
万
ha

の
減
少
を
続
け
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
日
本

の
森
林
面
積
の
約
５

分
の
１
に
相
当
し
ま

す
。

　

こ
れ
を
地
域
別
に

み
る
と
、
ア
フ
リ
カ

と
南
米
で
は
主
に
熱

帯
林
の
伐
採
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
年
平
均

約
3
0
0
万
ha
以
上
の
大
規
模
な
森
林
面
積

の
減
少
が
起
き
て
い
ま
す
。
逆
に
ア
ジ
ア
で

は
、
主
に
中
国
の
大
規
模
な
植
林
に
よ
り
、

年
平
均
約
2
2
4
万
ha
の
増
加
が
み
ら
れ
ま

す
。

資料：FAO「世界森林資源評価2010」

世界計
森林面積：40.3億ha
森 林 率 ：31％

北中米
森林面積：7.1億ha
森 林 率 ：33％

ヨーロッパ
森林面積：10.1億ha
森 林 率 ：45％

アジア
森林面積：5.9億ha
森 林 率 ：19％

アフリカ
森林面積：6.7億ha
森 林 率 ：23％

南米
森林面積：8.6億ha
森 林 率 ：49％

オセアニア
森林面積：1.9億ha
森 林 率 ：23％

世界の森林面積
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日
本
の
森
林
の
現
状

■
日
本
の
森
林
率
は 

　

先
進
国
中
第
３
位

　

同
じ
く「
世
界
森
林
資
源
評
価
2
0
1
0
」

に
よ
れ
ば
、
日
本
の
森
林
率（
国
土
面
積

に
占
め
る
森
林
面
積
の
割
合
）は
68
．
5
％

で
、
先
進
国
の
中
で
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド（
72
．

9
％
）、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン（
68
．
7
%
）に
次

い
で
3
番
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。
世
界
平
均

の
31
．
0
％
に
対
し
て
、
日
本
の
森
林
率
は

非
常
に
高
く
、
世
界
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

森
林
国
と
い
え
ま
す
。

世界各国の森林率
72.9 

68.7 
68.5 

63.0 
52.3 

47.1 
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38.1 
36.4 

34.4 
34.1 
33.3 
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33.1 
31.8 
31.1 
31.0 
30.9 
30.5 
30.3 
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※OECD加盟国のうち、上位２０か国
資料：FAO「世界森林資源評価2010」

（%）

■
面
積
は
変
わ
ら
ず
蓄
積
が
増
加

　

日
本
の
森
林
面
積
は
約
2
，
5
0
8
万

ha
で
、
東
京
ド
ー
ム
約
5
3
4
万
個
分
、
本

州
・
四
国
・
沖
縄
県
を
あ
わ
せ
た
広
さ
に
な

り
、
国
土
面
積
の
66
％（
※
１
）を
占
め
て
い

ま
す
。

　

日
本
の
森
林
の
面
積
は
、
40
年
以
上
ほ
と

ん
ど
変
化
し
て
い
な
い
の
に
対
し
て
、
蓄
積

（
森
林
に
生
え
て
い
る
樹
木
の
幹
の
体
積
の

総
和
）は
、
人
工
林
を
中
心
に
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。
１
年
間
の
蓄
積
増
加
量
は
約
１

億
㎥
に
な
っ
て
お
り
、
1
0
0
ｍ
四
方
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
こ
の
量
を
敷
き
詰
め
た
場
合
、

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
約
16
塔
分
、
富
士
山
の

約
３
倍
の
高
さ
に
な
り
ま
す
。

１年間の森林資源（蓄積）の増加量
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1367

137
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136
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137
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1036
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141
2512

1035

1338

137
2510

1,029

1,343

136
2508

昭和41 46 51 56 61 平成2 7 14 19 24
資料： 林野庁「森林資源の現況（平成24年３月31日現在）」

人工林 天然林 その他

昭和41 46 51 56 61 平成2 7 14 19 24
注１：都道府県における収穫量の見直し等精度向上（高齢級人工林の蓄積の見直し等）のため、平成24年は平成19年までと単純に比較できない。
注２：合計と内訳の計が一致しないのは、四捨五入による。

人工林 天然林

558 665 798 1054
1361

1598 1892
2338 2651

3,042
1329

1414 1388
1430

1502
1540

1591

1702
1781

1,859

1887 2079
2186

2484

2862 3138

3484

4040

4432

4901

資料： 林野庁「森林資源の現況（平成24年３月31日現在）」

国土面積と森林面積

森林面積の推移

森林蓄積の推移

1271

2508

292

767
14492508

30

12

注１： 国土面積は平成22年末現在、森林面積は平成24年3月31日現在の数値。
注２： 計の不一致は四捨五入による。
資料： 国土交通省「平成24年版 土地の動向に関する年次報告」 、
　　　林野庁「森林資源の現況（平成24年３月31日現在）」

※１　「世界森林資源評価」と林野庁資料では森林面積の集計方法等が異なるため、
　　両者の森林率には若干の違いがある。
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森林の遷移
　森林はどのように形成されるのでしょうか？たとえば火山の噴火
により流れ出た溶岩が冷えて固まった場合、いきなり樹木が出現す
るわけではなく、まずコケ類や地衣類が進入し、次第に一年生草本
が繁茂し、やがて多年生草本の草原が出現します。次に、一般的に
強い光を好み、乾燥に強い陽樹が出現し、低木林が形成され、続い
て陽樹の高木林が形成されます。その後、徐々に日照量の少ない環
境に強い陰樹の高木林が形成され、これ以上植生が変化しない安定
した状態になります。

代表的な陽樹と陰樹
陽樹 陰樹

クロマツ、アカマ
ツ、シラカバ、コ
ナラなど

ブナ、シイ、カ
シ、ヒバ、トウヒ
など

　このように植物群落を構成する種が時間に伴い変化することを遷移とよびます。また、これ以上遷移が進ま
なくなった状態を極相とよびます。日本の場合は降水量と気温が十分であるため、ほとんどの場所で極相は森
林となります。

■
日
本
の
森
林
は
人
工
林
が

　

４
割
、
天
然
林
が
６
割

　

日
本
の
森
林
は
、
主
に
自
然
の
力
に
よ
っ

て
発
芽
、
成
立
し
た
天
然
林
と
、
人
の
手
に

よ
っ
て
苗
木
を
植
え
る
な
ど
し
育
て
た
人
工

林
の
２
つ
に
大
別
さ
れ
ま
す
。

　

日
本
の
森
林
は
約
４
割
が
人
工
林
で
、
ス

ギ
、
ヒ
ノ
キ
、
カ
ラ
マ
ツ
が
主
要
な
樹
種
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
主
に
、
戦
後
の

復
興
期
か
ら
高
度
成
長
期
に
か
け
て
、
荒

廃
し
た
国
土
の
再
生
等
の
た
め
、
成
長
が
早

く
、
早
期
に
森
林
を
造
成
し
て
国
土
の
保

全
や
水
源
の
涵か
ん

養
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
と

と
も
に
、
建
築
用
途
に
適
し
、

経
済
的
価
値
が
見
込
め
る
こ

と
か
ら
植
栽
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

一
方
、
森
林
面
積
の
約
６

割
を
占
め
る
天
然
林
は
、
身

近
な
里
山
の
二
次
林
や
鎮
守

の
森
等
か
ら
、
世
界
自
然
遺

産
に
登
録
さ
れ
て
い
る「
知

床
」、「
白
神
山
地
」、「
小
笠

原
諸
島
」、「
屋
久
島
」に
あ
る

原
生
的
な
森
林
ま
で
、
様
々

な
森
林
が
幅
広
く
分
布
し
て

い
ま
す
。

0 0

3,000
（万ha） （万ha）

2,500

2,000

1,500

1,000

500

森林面積 人工林樹種別面積

1,479
（59%）

1,029
（41%）

1,200

1,000

800

600

400

200

人工林
天然林等 ヒノキ

その他 カラマツ
スギ

221
（21%）

100（10%）

260
（25%）

448
（44%）

資料： 林野庁「森林資源の現況（平成24年３月31日現在）」

森林面積と人工林樹種別面積

　陰樹の高木林が何らかの理由（伐採、風倒など）により失われると、コナラなど落葉性の広葉樹林が出現し（二
次林）、その後再び陰樹の高木林が形成されます。このように植物体が存在する状態から始まる遷移を二次遷移
と呼びます。薪炭林などに代表される人の手が入った二次林である里山林は、遷移の途中の状態であるため、
放置された場合は自然の状態に徐々に戻っていきます。

一年生草本

陰　樹陽　樹

多年生草本

時　間

森　林草　原荒　原

資料：小澤普照　監修/著「図説－木のすべて　森ができるまで」大日本図書　24ページ　図「乾性遷移の様式」
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日本の植生分布

亜寒帯林

冷温帯林

暖温帯林

亜熱帯林

人工林の齢級構成

0
20
40
60
80
100
120
140
160
180
（万ha ）

(齢級)

16
35

111

35

7

58

156
163

147

14 11 9 17

高齢級の人工林51％

1 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 １1 １2 １3 １4 １5 １6 １7 18 19

1619

9285

23
11

注：「森林法」第５条及び第７条の２に基づく森林計画の対象森林の面積
資料：林野庁「森林資源の現況(平成24年３月31日現在)」

■
天
然
林
の
特
徴

　

日
本
列
島
は
南
北
に
2
，
5
0
0
㎞
以
上

も
長
く
伸
び
、
標
高
3
，
0
0
0
ｍ
を
超
え

る
山
岳
地
も
含
ま
れ
て
お
り
、
多
様
な
自
然

環
境
が
存
在
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
様
々
な

環
境
に
そ
れ
ぞ
れ
適
応
し
た
1
，
0
0
0
種

以
上
も
の
多
様
な
樹
木
が
生
育
し
て
い
る
こ

と
が
、
日
本
の
森
林
の
大
き
な
特
徴
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
多
く
の
森
林
で
は
、
長
期
間
に
わ

た
っ
て
森
林
が
持
続
す
る
と
、
安
定
し
た
極

相
林
に
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
極
相
林
で
優

占
す
る
樹
木
は
限
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
地
域

の
森
林
を
代
表
す
る
樹
木
で
あ
る
と
言
え
ま

す
。
北
海
道
の
亜
寒
帯
林
に
お
け
る
エ
ゾ
マ

ツ
、
冷
温
帯
の
日
本
海
側
に
お
け
る
ブ
ナ
、

暖
温
帯
の
沿
岸
部
に
お
け
る
タ
ブ
ノ
キ
な
ど

は
、
そ
う
し
た
地
域
の
森
林
を
代
表
す
る
樹

木
で
す
。

　

日
本
の
森
林
は
気
候
帯
や
構
成
樹
種
な
ど

か
ら
大
き
く
次
の
４
タ
イ
プ
に
区
別
さ
れ
ま

す
。

●
亜
寒
帯
林（
亜
高
山
帯
林
）

　

北
海
道
や
本
州
の
亜
高
山
に
広
が
る
、
エ

ゾ
マ
ツ
や
ト
ド
マ
ツ
、
コ
メ
ツ
ガ
な
ど
の
常

緑
針
葉
樹
が
主
に
優
占
す
る
森
林
。

●
冷
温
帯
林（
山
地
帯
林
）

　

北
海
道
南
部
か
ら
九
州
の
山
地
に
広
が

る
、
ブ
ナ
や
ミ
ズ
ナ
ラ
、
ハ
ル
ニ
レ
、
ケ
ヤ

キ
な
ど
の
落
葉
広
葉
樹
が
主
に
優
占
す
る
森

林
。

●
暖
温
帯
林

　

本
州
か
ら
九
州
の
低
地
に
広
が
る
、
ス
ダ

ジ
イ
や
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
、
イ
ス
ノ
キ
、
タ
ブ

■
成
熟
期
を
迎
え
た
日
本
の
森
林

　

日
本
の
森
林
で
は
、
利
用
可
能
な
森
林
資

源
が
着
実
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

人
工
林
で
は
、
い
ま
だ
に
間
伐
等
の
施
業

が
必
要
な
育
成
段
階
の
森
林
も
多
く
あ
り
ま

す
が
、
木
材
と
し
て
本
格
的
に
利
用
可
能
と

な
る
お
お
む
ね
50
年
生
以
上（
高
齢
級
）の
林

分
が
年
々
増
加
し
、
平
成
24
年
3
月
末
時

点
で
は
人
工
林
面
積
の
51
％
に
達
し
て
い
ま

す
。

ノ
キ
な
ど
の
常
緑
広
葉
樹
が
主
に
優
占
す
る

森
林
。
二
次
林
で
は
ク
ヌ
ギ
や
コ
ナ
ラ
な
ど

の
落
葉
広
葉
樹
が
多
い
。

●
亜
熱
帯
林

　

琉
球
列
島
に
広
が
る
、
オ
キ
ナ
ワ
ウ
ラ
ジ

ロ
ガ
シ
や
ア
コ
ウ
な
ど
の
常
緑
広
葉
樹
や
ヒ

カ
ゲ
ヘ
ゴ
な
ど
の
木
生
シ
ダ
が
優
占
す
る
森

林
。

＊齢級：森林の林齢を５年の幅でくくった単位。

本文：独立行政法人森林総合研究所
　　　多摩森林科学園「樹木園観察ガイド」より引用
　図：「日本の森林と林業　森林学習のための教本」
　　　大日本山林会　図「日本の森林帯」を改変
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森林と都市におけるストレスホルモン濃度の比較 ＮＫ細胞活性の変化

注１：ＮＫ細胞とは、ガン細胞やウイルスから体を守る免疫細胞の一種。
注２：ブナやミズナラの落葉広葉樹やスギの人工林などを２日間（１日目、２日目）散策。

注：森林環境（ブナ林）と都市環境における人の唾液中のス
トレスホルモン濃度（ストレスホルモンとは、ストレスに
関連して分泌が増えるコルチゾール等のホルモン）。

資料：独立行政法人森林総合研究所(平成18年度)

森林の癒やし効果
　近年、高齢化の進行や健康への関心の高まりに伴って、森林が人の心身にもたらすリフレッシュ効果に対す
る期待や関心が高まるとともに、森林浴等による森林空間の利用も進んでいます。
　森林の様々な要素が心身に癒やし効果をもたらすことは以前から経験的に知られていましたが、近年、森林
浴が人にもたらす生理的効果について研究が進められています。その結果、森林は都市よりもリラックス効果
をもたらすことや、森林浴により人の免疫機能が活性化することが科学的に解明されてきました。
　これらの科学的データを基に、森林の癒やし効果を客観的に評価して、健康増進に活用する取組が各地で行
われており、それぞれの地域の特色を活かしたプログラムやツアーの提供が行われています。

森林のデータから・・
　右表には都道府県別にみた森林に関するデータから、い
くつかの項目を抜粋しました。日本は国土の約２/３が森
林ですが、森林がすべての都道府県に一様に分布している
訳ではありません。
　日本で森林面積が最も広い都道府県は、最大の面積を有
する北海道ですが、森林率が最も高い都道府県は高知県
で、その値は約84％です。反対に森林率が最も低いのは大
阪府ですが、それでも約31％が森林です。また、人工林率
が最も高いのは佐賀県で約66％です。最も低いのは沖縄県
で約12％で実に５倍以上の差があります。
　スギは日本で最も植林された樹種ですが、最も広いスギ
の人工林面積を有するのはどの都道府県でしょうか？人工
林面積すべての場合、森林面積と同じく北海道が最大です
が、スギの人工林面積が最も広いのは秋田県です。
　北海道の人工林ではトドマツが最も多く、北海道の人工
林面積の過半数を占め、全国のトドマツ人工林のうち、面
積比で実に99％以上が北海道に存在します。北海道はこの
ほかカラマツも多く、面積２位の長野県と併せて全体の６
割以上を占め、スギやヒノキと比較すると分布の偏りが際
立つのではないでしょうか。
　森林に関するデータから、都道府県の森林の特徴が見え
てきます。

資料： 林野庁「森林資源の現況（平成24年３月31日現在）」

森林に関する比較

項目 都道府県
１位 47位

森林面積（ha） 北海道 
（5,542,533）

大阪府 
（57,969）

森林率（％） 高知県 
（84.0）

大阪府 
（30.5）

人工林面積（ha） 北海道 
（1,494,392）

沖縄県 
（12,218）

人工林率（％） 佐賀県 
（66.4）

沖縄県 
（11.7）

人工林（スギ）面積（ha） 秋田県 
（367,469）

沖縄県 
（248）

人工林面積の比較

樹種 全国計面積（ha） 都道府県（順位） 
面積（ha）

トドマツ 779,779 北海道（１位）
779,057

カラマツ 1,001,591 

北海道（１位）
416,056
長野県（２位）
240,539

スギ 4,475,238 秋田県（１位）
367,469

ヒノキ 2,598,837 高知県（１位）
217,636
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さ
ら
に
、
森
林
は
木
材
や
き
の
こ
等
の
林

産
物
を
産
出
す
る（
物
質
生
産
機
能
）と
と
も

に
、
新
緑
や
紅
葉
等
、
四
季
折
々
に
私
た
ち

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
景
観
を
形
成
し

て
い
ま
す（
文
化
機
能
）。

　

こ
の
ほ
か
、
森
林
に
は
生
物
多
様
性
の
保

全
や
快
適
な
環
境
の
形
成
、
保
健
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
等
の
機
能
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
機
能
を
合
わ
せ
て「
森
林
の
有
す
る
多

面
的
機
能
」と
呼
ん

で
い
ま
す
。

　

森
林
の
有
す
る

多
面
的
機
能
の
う

ち
、
貨
幣
評
価
が

可
能
な
一
部
の
物

理
的
な
機
能
を
中

心
に
評
価
額
を
算

出
し
て
み
る
と
、

単
純
に
合
計
し
て

も
年
に
約
70
兆
円

に
も
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
日
本
学

術
会
議
の
答
申（
※

２
）に
よ
れ
ば
、
健

全
な
天
然
林
と
適

切
に
管
理
さ
れ
た

人
工
林
を
比
較
し

た
場
合
、
土
砂
の

流
出
や
崩
壊
を
防

ぐ
働
き
は
ほ
と
ん

ど
変
わ
ら
な
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

保安林
　国土の保全や水源の涵

かん
養などの森林の機能を確保

することが特に必要な森林は、保安林に指定するこ
とで伐採・転用の規制などを行い、その公益的機能
が損なわれないように保全されています。平成23年
度末までに、国土面積の約32％に及ぶ1,205万haの
森林が保安林に指定されています。
　保安林指定の目的は、水源の涵

かん
養、災害の防備、

生活環境の保全・形成など17種類が定められており、
このうち流域保全を目的とした保安林である水源か
ん養保安林、土砂流出防備保安林、土砂崩壊防備保
安林の３種類で全体のおよそ９割を占めています。

（単位：千ha）

水源かん養保安林

土砂流出防備保安林

土砂崩壊防備保安林

飛砂防備保安林

防風・水害防備・潮害防備・干害防備・防雪・防霧保安林

なだれ防止・落石防止保安林
防火保安林

魚つき保安林

航行目標保安林

保健保安林

風致保安林

9,100

2,556

59

17
259

21

0
60

1
699

28

資料：林野庁業務資料
在現日13月3年42成平は値数： １注

： ２注 ２以上の指定目的で重複指定されている保安林はそれぞれ計上しているため、合計は1,205万haと異なる。

■
森
林
の
多
面
的
機
能

　

健
全
な
森
林
で
は
、
表
土
が
下
草
、
低

木
等
の
植
生
や
落
葉
落
枝
に
よ
っ
て
覆
わ
れ

て
い
る
こ
と
で
、
雨
水
等
に
よ
る
土
壌
の
浸

食
や
流
出
を
防
い
で
い
ま
す（
土
壌
保
全
機

能
）。

　

ま
た
、
樹
木
の
根
が
土
砂
や
岩
石
等
を

固
定
す
る
こ
と
で
、
土
砂
の
崩
壊
を
防
い
で

い
ま
す（
山
地 

災
害
防
止
機
能
）。

　

森
林
の
土
壌
は
、
雨
水
を
吸
収
し
て
一
時

的
に
蓄
え
、
徐
々
に
河
川
へ
送
り
出
す
こ
と

で
洪
水
を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、
水
質
を
浄

化
し
て
い
ま
す（
水
源
涵か
ん

養
機
能
）。 

　

森
林
の
樹
木
は
温
室
効
果
ガ
ス
で
あ
る
二

酸
化
炭
素
を
吸
収
・
蓄
積
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
貢
献
し
て
い
ま
す

（
地
球
環
境
保
全
機
能
）。

森林の有する多面的機能の貨幣評価

注１：貨幣評価額は、機能によって評価方法が異なっている。また、評価されている機能は多面
的機能全体のうち一部の機能にすぎない。

注２：いずれの評価方法も、「森林がないと仮定した場合と現存する森林を比較する」など一定の
仮定の範囲においての数字であり、少なくともこの程度には見積もられるといった試算の範
疇を出ない数字であるなど、その適用に当たっては細心の注意が必要である。

注３：物質生産機能については、物質を森林生態系から取り出す必要があり、一時的にせよ環境
保全機能等を損なうおそれがあることから、答申では評価されていない。

資料：日本学術会議答申「地球環境・人間生活にかかわる農業及び森林の多面的な機能の評価に
ついて」及び同関連付属資料(平成13(2001)年11月)。本文（※２）も同様

木材
食料
工業原料
工芸材料

景観・風致
学習・教育
芸術

宗教・祭礼
伝統文化

地域の多様性維持

療養
保養
行楽

スポーツ

気候緩和
大気浄化

快適生活環境形成

洪水緩和
水資源貯留
水量調節
水質浄化

表面浸食防止
表層崩壊防止

その他土砂災害防止
雪崩防止
防風、防雪

地球温暖化の緩和
（二酸化炭素吸収、
化石燃焼代替
エネルギー）

地球の気候の安定

遺伝子保全
生物種保全
生態系保全

1兆2,391億円/年

2,261億円/年

28兆2,565億円/年

2兆2,546億円/年

6兆4,686億円/年

8兆7,407億円/年

14兆6,361億円/年

8兆4,421億円/年

物質生産

文　化

保健・レクリエ―ション

快適環境形成 水源涵養

土砂災害防止／土壌保全

地球環境保全

生物多様性保全

かん
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